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一宮市も「ＡＩ（人工知能）」つかいます！

市長メッセージ
市長 中野正康

東京大学・松尾教授との連携

　近年、テレビや新聞などのマスメディアでもＡＩ

（人工知能）が話題にならない日がないほど、ＡＩが私

たちの生活に浸透してきています。

　市では今年度、ＡＩ分野でトップを走る東京大学の

松尾豊教授を中心とする研究室や企業と、さまざま

な実証実験を行っていきます。松尾教授は、内閣府

の「人工知能戦略専門調査会」の座長や、国際連合の

「ＡＩに関する独立国際科学パネル」のメンバーに就任

されるなど、国内外でご活躍されています。

小中学校「いじめ」対策や、若者向けセミナー

　５月の元巨人軍の阿部慎之助氏を巡る報道は、子ど

もへのＡＩ普及とその影響を考えさせられるものでし

た。市ではＡＩを共に歩む相棒として「正しく頼る力」

を育みたいと考えています。そこで９月から、市内の

小中学校１１校でＡＩチャットボットによる悩み相談窓

口の実証実験を始めます。一人一台端末を使い、デジ

タルを通して心の内を打ち明けられる居場所をつくる

取り組みです。ＡＩがいじめの兆候に気付いた際には

即座に教員へ情報が伝えられます。大人の温かい見守

りと組み合わせ、小さなＳＯＳを早期に発見して、い

じめの未然防止につなげていきます。

　ＡＩ分野において、日本が世界に後れを取らないた

めに、次世代を担う若者たちから「高度なＡＩ人材」

を育てていくことは急務です。そこで、市では若者を

対象にしたＡＩ人材育成支援事業として、８月１１日（祝）

に講演会やワークショップ※を実施します。

電話やメールをＡＩで分析、市政への提言も

　市の業務でも、既にＡＩを導入したものがあります。

例えば、市民税申告相談のＡＩ電話予約では、会話形

式で簡単に予約ができる上、２４時間対応でき、電話が

集中する時間帯でも回線がふさがりにくいという利点

があります。

　市役所には、市民の皆さまから多くの問い合わせや

相談の電話・メールをいただきますが、今年度は、そ

の内容を蓄積したデータベースからどのような課題が

あるかをＡＩに分析させる実証実験を行います。その

分析結果を基に、市の業務の進め方や合理化・効率化

のアイデアもＡＩに提案してもらいます。

　これからの人口減少社会では、ＡＩをうまく活用す

ることで、限られた人材や予算でも十分な住民サービ

スが提供できるよう「持続可能な社会」を目指してい

きます。

人間でなければできない仕事とはなにか？

　アメリカでは、データ入力などの仕事をＡＩが代替

して、デスクワークを中心とした人員が削減される

「ＡＩ失業」といわれる話もあります。人材不足が進む

日本では、アメリカと同じような事態にはならないか

もしれません。しかし、そのためには働く人がパワー

アップできる形でＡＩの導入・活用を進められるよう、

民間企業や自治体でＡＩ人材を育てていかなければな

りません。またＡＩの活用によって業務を効率化し削

減できた時間を、人間にしかできない付加価値のある

仕事に振り向けていくことも必要になってきます。

　市役所でもＡＩの活用を進めるために、６月にＣＡＩＯ

（ＡＩ推進最高責任者）を設置し、私が就任しました。

これからは私が責任を持ってリードし、市の業務全般

へのＡＩの導入の可能性を探りつつ、積極的にＡＩを活

用することで地方行政の在り方を変えていきたいと考

えています。

　いずれ「ＡＩ市長が誕生！」して市長の仕事はＡＩで

十分と思われる、そんな未来も視野に入れて、危機感

や問題意識を持って取り組んでいきたいと思います。

▲松尾教授とのオンライン会議の様子

１０７５８４５

※詳しくは５㌻参照




